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 2015 6月19日 
国境なき医師団（MSF） 

 
ア： が い タル爆弾の に 

 
シリア 勽部に する ルアー県のボスラ病院が 6 月 15 日夜、タル爆弾の攻撃を受け損壊した。この
一帯では過去 1 ヵ月の間に、同病院を 医 設 10 ヵ所が攻撃の標的となっている。ボスラ病院は、

ルアー県で 一 医 と を する病院だった。また 6 月 10 日には国境なき医師団
（MSF）が支援するアレッポ県の病院も攻撃を受け、医 スタッフが負傷した。 に勘拒している医

設と人 がさらに勘拒する 拟とならないためにも、MSF は紛争の全陣営に対し、人道法に基づいて
間人と医 設・スタッフを するよう求めている。 

 
計 10 発のタル爆弾  
 
ボスラ病院に勤務する医師の 1 人によると、午後 11 時ごろ、病院を狙った 4 のタル爆弾で が
破壊されたという。「私たちが現場に着いた時も、頭上を飛ぶヘリコプターの音がまだ聞こえていたため、医

ー と 者を させました。1 時間後、さらに 6 が され、医 機 の が損拽し、
もひどく損壊しました」と話す。 
 
シリアでMSFの活動責任者を務めるカルロス・フランシスコは「MSFは紛争の全陣営に対し、人道法に基
づいて 間人と医 設・スタッフを するよう、 めて求めます。医 インフラに対する今回の たな
攻撃は容認できません」と訴える。 
 
MSF が支援する病院も攻撃の対象に 
 
今回の攻撃以前、6 月 10 日には、勾部のアレッポ県で MSF が支援する病院も爆撃の被害に遭ってい
る。タル爆弾 1 が病院 きで爆 し、医 機 と 所、全ての と が損壊。この爆撃により、
後 は現 勘 能となっている。 
 
同病院の医師によると、主な標的は病院だが、 も イル攻撃を受けており、最近は 所も攻
撃対象となっているという。同病院が直近の 1 以内に受けた被害は 6 月 10 日で 3 回に上るが、今
回が最も激しい攻撃で、被害も甚大だった。 
 
病院スタッフは「院内にいた医 ー の医師 1 人が負傷しました。ただ、攻撃の後もスタッフは業務を継
勸しています。もちろん勘勣はありますが、それでも業務の継勸に しています。アレッポ県の医
者は な、国 が 入も保護も 、 していることに拽 しています。今回のような攻撃 ら
の保護が必要です。とてもつらく痛ましい状況です」と話す。 
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アレッポ県の病院の 4 割が攻撃の被害に 
 
アレッポ県では医 設に対する攻撃が激しさと を しており、MSF に寄せられた報告によると、
2015 5 月以 、9 ヵ所の医 設が標的となった。そのうち直撃を受けたのは 6 ヵ所で、これは県東
部で今も機能を保っている病院の 40％にあたる。 
 
タル爆弾による攻撃を受けたアレッポの医 設は、医 機 、薬の 、 機が損壊し、一時
業または 勡拘 業に い まれている。 者は の医 設を すものの、医 者が し、
多くの薬が入手できない状況のため、選択肢は一層せばまっている。 
 
フランシスコは「大 の医師が 勭 トルコに れているため、医 人 が勘拒しています。医
設 の攻撃が勸けば、大部 の医 スタッフが してしまうでし う」と話す。 
 
MSF はシリア国内の 7 ヵ所で医 設を 営し、 100 ヵ所の 所 勭病院を直 的に支援。
また、 国の ル ン、レ ン、イラ に れたシリア人 者の援 も っている。 

 
以上 
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